
令和3年度（2021年度）政治参画セミナー

【主催】佐賀県立男女共同参画センター（アバンセ）

わたしたちの声を届けるために

佐賀県立男女共同参画センター(アバンセ)

〒840-0815 佐賀市天神三丁目2-11

TEL 0952-26-0011 FAX 0952-25-5591

E-mail danjo@avance.or.jp

URL https://www.avance.or.jp

FB https://www.facebook.com/avance.danjo.saga/
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参加申込書は裏面です→→→

わたしたちが暮らしの中で感じるモヤモヤは、みんなのモヤモヤかも？

社会や地域、わたしたちの未来をちょっとだけ変えるためには、わたしたちの声が必要です。

わたしたちの思いを声にして、社会に届けるアクション（行動）の方法をみんなで学びましょう。

わたしたちの声を届け、思いを実現するために
暮らしの中での女性の政治参画という視点から、普段の生活で感じている自分の思いを、
暮らしや社会を変えるアクション（行動）につなげる方法を学びます。

【講師】 三原 ゆかりさん 特定非営利活動法人みんなの社会応援団 理事長、元直方市副市長

1/8（土）13:30～16:30

わたしの思いを伝える
自分の思いに対し共感を呼び、分かりやすく伝える方法を学び、伝達力のブラッシュアップをめざします。

【講師】 加留部 貴行さん

九州大学大学院 統合新領域学府 客員准教授、 特定非営利活動法人日本ファシリテーション協会 フェロー

1/22（土）13:30～16:30

【アバンセからのお知らせ】

●開館時間：火～土 8:30～22:00/日・祝 8:30～17:00

●休館日：毎週月曜日、12/29～1/3

●アバンセの研修室やホールなど有料施設の予約状況は

右の二次元コードから検索できます。

わたしの思いを形にするアクションを考える
自分の思いを深め、形にするアクション（行動）をワークショップを通じて考えます。

【講師】 加留部 貴行さん
九州大学大学院 統合新領域学府 客員准教授、 特定非営利活動法人日本ファシリテーション協会 フェロー

1/15（土）13:30～16:30

場 所：アバンセ 4階 第3研修室
（佐賀市天神三丁目2-11）

対 象：①～②を満たす女性
①環境、子育て（教育）、まちづくり、貧困など、
暮らしに関する様々な課題に興味・関心がある方
②全講座参加できる方

定 員：15名程度（定員になり次第締切）

申込み：申込みフォーム、または裏面の申込書の必要事項について、
FAX・メール・電話・窓口のいずれかで申込み

一時保育:生後6か月から就学前まで・若干名、
12/24（金）までに要申込み・無料

#SDGs

#Withコロナ

#こども食堂

#学童保育

#待機児童

#ひとり親

#DV

#防災

#学校給食

#仕事と家庭の両立

#みんなのための公園

#まちづくり

#エコ

#ジェンダー平等

#エシカル

#生理の貧困



送信先：アバンセ事業部 FAX 0952-25-5591 ※FAXの場合は切り取らずにこのまま送信してください

令和3年度（2021年度）政治参画セミナー 「わたしたちの声を届けるために」参加申込書

（ふりがな）
氏名

年代
歳代

メールアドレス
※メールでご連絡する場合があります。
danjo@avance.or.jpから受信できる

ように受信設定をお願いします。

電話番号

住所
〒

所属団体（グループ）が
ある場合、名称・主な活動

興味・関心のある分野
※該当する分野にチェックしてください

（いくつでも可）

□ 環境 □ 子育て
（教育）

□ まちづくり □ 貧困 □ その他
（ ）

一時保育（12/24締切）
(6カ月～就学前、若干名)

不要 お子さんの名前（ふりがな）・年齢

（ 歳 か月）

お子さんの名前（ふりがな）・年齢

（ 歳 か月）申込（右欄も記入）

受講動機をご記入ください

※佐賀県立男女共同参画センターの事業は、佐賀県からの委託を受けて公益財団法人佐賀県女性と生涯学習財団が実施します。

※この受講者募集に伴い収集した個人情報は、講座運営のためにのみ使用し、それ以外の目的に使用することはありません。

➀講師 三原 ゆかり さん （特定非営利活動法人みんなの社会応援団 理事長、元直方市副市長）

大分県出身。福岡県社会保育短大卒。夫と猫2匹が家族。
学生時代の経験から、行政の中を変えなければ私たちの暮らしは変えられないという想いで、1987年直方市役所に就職。
2017年、課長職1年目に当時の市長に副市長への就任を求められ、市役所を退職し副市長へ。しかし2年後の2019年市長選で
支持していた市長が落選し、副市長を退任。無職になり悩んでいたところ、自宅から歩いて2分の場所にあるNPO法人に誘われ、
一緒に働く人々が魅力的だったという理由で、お世話になることを決め現在に至る。

②③講師 加留部 貴行 さん

（九州大学大学院 統合新領域学府 客員准教授、特定非営利活動法人日本ファシリテーション協会 フェロー）

1967年生まれ。福岡県出身。
1990年、九州大学法学部卒業。同年、西部ガス㈱入社。人事、営業、新規事業部門に従事。学生時代からまちづくり活動に携わり、
入社後も活動を継続。2001年には西部ガスより福岡市へＮＰＯ・ボランティア支援推進専門員として2年半派遣。西部ガス復帰
後は指定管理者制度を担当。2007年からは九州大学へ出向し、大学改革プロジェクトを経て、ファシリテーション導入を通じた
教育プログラム開発や学内外プロジェクトを担当。
企業、大学、行政、ＮＰＯの4つのセクターを経験している「ひとり産学官民連携」を活かした共働ファシリテーションを実践。
2011年4月に独立。現在は、加留部貴行事務所ＡＮ－ＢＡＩ代表。㈱トライローグ取締役。他に、福津市行財政改革審議会会長、大
野城市やすらぎのまち市民協議会会長、福岡市研修企画アドバイザー、早稲田大学マニフェスト研究所人材マネジメント部会専門
幹事など。
著書に『参加したくなる会議のつくり方～公務員のためのファシリテーション入門』（単著・ぎょうせい）、『チーム・ビルディング －
人と人を「つなぐ」技法』、『教育研修ファシリテーター』(いずれも共著・日本経済新聞出版社)など。

【 新型コロナウイルス感染拡大防止に関するお知らせとお願い 】

・講座当日は検温をし、マスクを着用の上、ご来場ください。受付での手指消毒をお願いします。
・発熱、咳等の症状がみられる場合は、参加をご遠慮ください。
・講座中は定期的に換気を行います。各自衣服にて調節をお願いします。

※今後の感染拡大の状況等により、プログラム内容の変更等を行う場合があります。


